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一一佐賀県の小学校一通信簿における算数科の評価観点の実態一一
(第 2学年~第 8学年の場合)
撫 失江
Attainment Evaluation and Report-Cards (IV) 
Present State of Evaluation Items of Mathematics in Report Cards 
at Elementary Schools in Saga Prefecture-
(from 2nd to 6th grade) 
Tomonobu U TSUO 
問題
平成 2年 3月に筆者が行った佐賀県公
小@中学校における通信簿の実態調査
簿の送付及びアンケート)の結果については，
既に 2回に亘って報告している(撫尾， 1991， 
1992)。
前々報告(撫尾， 1991)では，小学校及び、
中学校における総合評儲と観点別評価の実施
形式やラ小学校における観点別評価の評髄観
点の共通性などについて，昭和55年3月
一者が行った同様の調査結果(撫尾， 1980) と
比較しながら分析された。その結巣，小学校
においては，過去10年間の間にラ観点別評価
を取り入れた通信簿や参学期ごとに評儲の親
点を変えた，いわゆる到達度評価形式の通信
簿が大幅に増加していること，中学校におい
ては，依黙として総合評錨のみの通信簿が圧
額l的に多く，観点部評価を併用している
も3割近くは見られるが，到達度評価形式
の通信簿は全く見られないこと，などが明か
となった。
前報告(撫毘， 1992)では，小学校におけ
る到達度評錨形式の遇措簿について，全教
科@全学年に亙る学期ごとの観点の量的分析
とヲ第 l学年の算数科における学期ごとの観
点、の内容的分析が行われた。その結果，到達
度評髄形式の通信簿においては，観点の数に
ついても，観点、の内容についても，学校によっ
て極めて大きなバラツキがあることなどが明
かとなった。
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本報告では，小学校算数科において前報告
(撫毘， 1992)で分析しなかった学年につい
て，学期ごとの観点、の内容的分析を行う。
臨的
本報告の目的は9 前々報告(撫尾， 1991) 
で収集したデータを用い， 1佐賀県小学校の到
達度評価形式の通信簿における第 2学年から
6学年までの算数科の学期ごとの観点につ
いてヲその内容を明らかにすることである。
方
?
(1) 分析対象校
本報告では，前報告(撫尾， 1992)で分析
の対象とした61校のうち，小学校第2学年以
上で学期ごとの観点別評価を実施しており，
そのいずれかの学年@学期における評舗の観
点が判明している36校を分析の対象とした。
(2) 謂査時
前々 (撫尾， 1991)で行っ
の時期は，王子成2年3月である。したがって，
平成元年度用の通信簿が調査の対象である。
結果と
小学校第2学年から第6 までの算数科
における学期ごとの評髄観点を，前報告(撫
尾， 1992)の場合と関様に，
要領の目標や内容に対応づけてまとめたもの
が， Table 1から Table15までである。
Table 1から Table15までの結果を見て
気がつくことは，以下のようなものである。
第 1に，第2学年から第6学年までの学期
ごとの観点、は，蔀報告(撫尾ヲ 1992)におけ
る第 1学年の場合と間様に，掻めてパラエ
ティに富んでいる。しかも，学校関のバラツ
キが，単に同じ内容の表現上の違いのみでな
く，各学年@各学期で観点、として取り上げて
いる内容自体にかなりの蓋があるのである。
これが，各学校が用いている教科書が異なる
からなのか，それとも，教科書が陪じでも
ついての認識がちがうからなのか，
あるいは同じ教科書の進度が違うからなのか
は，よくわからない。
2に，評価観点として，情意的観点を設
けている学校がほとんど見られないことが挙
げられる。唯一の例外として，第3学年の 1
学期から 3学期において I校だけ見られるが9
その場合も，各学期とも同ーの観点である。
やはり，情意的観点について到達度評儲を行
うこと自体が難しいで、あろうし，学期ごとに
異なる情意的観点を用意することも困難なの
であろう。
3に，小学校学習指導要領の日目課J
や 12内容」には取り上げられていないでラ
13内容の取扱いJに触れられていることが
らでも，観点として挙げている学校がある。
たとえば，第2学年1学期のト。ベ )を
使った式 o - " Jや「表やグラフの表し方.. . J
などである。これらのことがらについて，教
はどういう取扱いになっているのであ
ろうか。
前鵠
今回の調査では，各学校で用いている教科
ついてまでは調べることはしなかった。
しかし，各学校の学期ごとの観点にこれだけ
の内容的なバラツキがあるとすれば，
の内容的分析を併せて行う必要がありそうで
(lV) 87 到達度評価と
算数科2年 1!学期の評舗の観点、Tab!e 
点
言t- 24校
計 2絞
る(1) ・100までの繰り上がり・繰り下がりの計算ができる(1)
・減法の計算ができる(1) 。繰り上がり・繰り下が9のある足し算・引き算が筆算で
・2佼数i可土の足し算や引き算ができる(l) できる(1)
• 2 {:i'1数の加減の今後算形式がわかり，計算できるは) 計 6校
・足し算(2位数十2{立数)ができる(1) ・引き繁(2位数 2佼数)ができる(1)
• 2位数ばけた)の足し算ができる(6) ・2j立数(2けた)の引き算ができる(6)
• 1000 (3位数)までの足し算ができる(2) ・1000(3佼数)までの引き算ができる(2)
・繰りよがりのある足し算ができる(1) ・繰り下がりのある足し算ができる(1)
-繰り仁がりのある100(2けた)までの @繰り下がりのある100(2けた)までの
足し害事ができる(6) 引き算ができる(6)
・2位数と 1佼数や2{立数の足し算で.2位数と 1位数や2佼数の引き害事で，
繰り tがりのある場合の計算ができ， 繰り下がりのある場合の計算ができ，
正しく使うことができる(1) 正しく使うことができる(1)
・繰り上がりのある主聖書事ができる(1) ・繰り下がりのあるき喜多事ができる(1)
・2聖書事で2けたの足し算ができる(1) ・主聖書草で2けたの引き算ができる(1)
・筆算形式がわかり， 2位数同士の ・2聖書事形式がわかり， 2 {立数同士の
足し委事ができる(1) 引き算ができる(1)
・2けたの繰り上がりのある足し算の ・2けたの繰り下がりのある引き算の
主著書草ができる(1) 筆算ができる(1)
計 21校 計 21校
・文章霊童を解くことができる(4) ・文主主題で頼序よしまたまとめて考えて解くことができ
・文意趨を考えて解くことができる(1) る(1)
2校苦ト
り， 1使うことができる(1)
( )を使った式が燦解できる(1)
力日
I去
減
法
評価の
・1ftから J i)Iuかか jという表し方ができる(1) 計 1校
.3位数のしくみがわかる(1) ・1000までの数の意味がわかり，読み書きができるは)
・1000までの数の表しガ・位取りがわかる(1) ・3i立数の位取り，数の大小・綴序がわかる(1)
.1000までの数の表し方と大小を態解できる(1) ・1000まで (3けた)の数の表し方や大小・綴序がわかる(3)
・1000までの数のしくみや大小がわかる(3) ・1000まて?の数の読み審きや大小・ 1額序などがわかる(3)
• 1000までの数の佼取りのしくみと大小がわかる(1) ・3{立数の読み議き・大小・!綴位がわかる(1)
・1000までの数の構成がわかり，大小(関係)がわかる(2) • 1000までの数の読み謬き・大小・数系列がわかる(1)
• 1000までの数の読み議きができる(1) ・1000までの数の読み方・警きガ・構成喰大小・1髄序がわかる(1)
・1000までボの数の読み書きができ，数の大小関係(大きさ)がわかる(2)
。3位数のしくみがわかり，読んだり書いたりできる(1)
• 1000までの数の構成と等号・不等号の意味がわかる(1)
• 1000までの数の表し方を至理解し，等号・不等号を使うことができる(1)
観
???????
と
内容
数
討会
事
と
???
8校
?
-文章言葉霊(起し算・引き算)を解くことができる(1)
-足し算・引き算を使って文章題を解くことができる(1)
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Table 1 (つづき)
内容
・長さやかさについて潔解できる(2)
-長さやかさの読み方・使い方ができる(1)
ー長さやかさの単位がわかり，正しく測定できる(1)
@かきや長さの単位がわかり，用具を{突ってiflUることができる(1) 計 6校
・奈さの単位 (α1・醐)の浮鮮ができる(1) • dlと!がわかる(1)
• mmやcmの意味や関係がわかる(1) ・dJやlの意味や関係がわかる(1)
量 1・長さの単佼 (cm・m)の関係と長さの大小がわかる(1) ・水のかさの単位関係(1・ dl)がわかる(1)
・長さの単位 (cm'醐)がわかり，使うことができる(1) ・かさの単位(l. dl)がわかり，換算できる(1)
コ1・長さの単位(Cm・醐)がわかり，長さをi到ること ・卜 dlの関係がわ古〉り，使うことができる(4)
議 I I 
機! ができる(5) ・容積(1. dl)の意味がわかり，使うことができるは)
I . cm'蜘の関係がわかり，減ることができる(1) ・かさを測る単位 (dl.1)がわかり，かさを比べることが
念 1・cm'mmを使って測ることができる(2) できる(1)
!・ものさしを使って長さの測定ができる(1) ・かさの単佼(l. dl)を知り，かさを澱る(2)
と αn ・醐 ~1吏って測ったり，線を号 iいたりできる(1) ・かさの測り方と単位(1・ dl)の意味がわかる(1)
. ~毛さ lOOc間以下の夜線の測り Hや書き;与がわかる ・かさの意味がわかり， dl.lまずで測ることができる(1)
測|
(1) ・ますを使ってì~Uることができ，かさの単位がわかる (1)
定 i.長さの単伎を知札測定や計算ができる(1) ・液畿の腕ができ，靴 (dl・1)の関係がわかる(1)
・ますを使って容穣を調べることができ， 1・dlの単位換算
ができる(1)
・かさ〈君事議)を浪iるj単位 (dl.1)がわかり，その計算が
できるは)
・;畿の単佼(1・ dl)を知り，潔u定や計算ができる(1)
言十 19校
言平 価 鋭 点の
-かさや長さの;緩や測定について基礎的なことがわかる(1)
と
調1
?
16校
月三
-符計を読む(1)
日寺 1・時JiiJと時間についてわかる(1)
刻|
と 1・時計の読み方，時刻刻jとB時寺間の求め方がわかる(ω1υ ) 
詰I.臼.符.づラ分}o)の関係を環概解することができ村州るぶ(はI
.詩将寺苦計十の言読完み方がわカか〉寸り， 臼.持@分の関{係耳系:がわかる(川1υ) 言計十 5校
・三角形や問角形の特徴 ('1金銭)がわかる(3) ・いろいろな形(三角形・四角形)を知る(1)
・三角形・四角形の性質や部分の名前がわかる(1) ・夜線の意味がわかり，三角形や問角形が理解できる(1)
.三角形と四角形の性質!と図形の布署炎要素がわかる(1)
・三角形や四角形の頂点や辺がわかる(1)
・三角形-12-"1角形の性質をとらえて，形がじま耳目できる(1) 計 9校
し方がわかるは)
・2是やグラフの表し方がわかる(1)
E いろいろな数を表やグラフに表したり，読んだりする(1)
・平額上の物の位援を数を用いてま是したり，物の集まりをま是やグラフにま話したりすることができる(1)
計 4校
図
芳3
????
※( )内の数依は，校数を表わす。(以下同様)
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τabl号 2 算数科 21手 2~学期の評僚の観点、
内容
引き算を筆算ですることができる(1)
りのある足し算・引き算が筆算で
カ[]I • 3 {立数の繰りよがり・繰り下がりのある計算がで ・足し算と引き算(3口の計算)ができる(1)
i宏 きるは)
-繰り上がりや繰り下がりのある 3佼数の足し算・引き算ができる(1)
と
・繰り}二がりや繰り下がりのある 3佼数の方自滅の計算が?きる(1) 昔1- 12校
滅l二ibi主主主0)諒(3ーがJA-ii金)ぶAG嘉手-aiddbh-2る記長(3 山iiiH65i) 一日:I~算ができる
法 i できる(7) (7) 
・足し算(3{立数十3{立数)ができる(1) ・引き算(3 位数~3 位数)ができる(1)
数
• 3位数と H立数・ 2位数・ 3佼数の足し算ができる(1) ・3位数から 1位数・ 2位数・ 3位数を引く引き算ができる(1)
・3位数(3けた)の繰っ上がりのある足し害事がで ・3{:立数 (3げた)の繰り下がりのある引き算ができる(4)
きるは)
計 13校 計 13校
と -かけ算の意味を型装解する(3) -かけ第九九ができる(1)
-かけ算の計事事ができる(2) ・かけ算九九が潟えられる(JEしくいえる)(7) 
・かけ算の慈味がわかり，かけ算ができるは) ・九九の構成と唄え方がわかり，覚える(1)
音十|♂!・かけ算の意味を理解し，問題が毒事ける(2) ・かけ算の意味を王室解し，九九を略目嘉することができる(目白
主草
/''-1 ..かけ算の葱u味がわかり，lEしく式を作る(立式す えられる) (いえる)(5) 
る)ことができる(2) ・何僚やかけ算の意味がわかり，九九が大体いえる(1)
法
-かけ算の意味がわかり，区iや式に言書ける(1)
計 11校
文l文鵠欄くこ山きる(3)
・筋道を立てて文芸言葉室を解くことができる(1)
潜 I.足し算・引き算を使って文章題が解ける(1)
-かけ算の意味がわかり，九九を使うことができる(2)
・九九の意味を知り，活用することができる(1)
G かけ算九九を覚え，使うことができるω
・九九の構成と唱え方を理解し，適用できる(1)
・かけ算「の意味がわかり，九九を使って計算ができる(1)
eかけ算九九を使って，問題を解くことができる(1)
計 22校
・かけ算の意味がわかり，文章問題が解けるは)
-かけ算九九を使って文章題が解ける(1)
I .文主主題を考えて解くことができる(足し算・引き算・かけ算)(1) 
題 1・かけ算の文議題が解ける(1) 言十 9校
-炎さの測定ができる(1)
盤 l苦I.長さの単位隠係(叫叫醐)がわかるω
概[・かさの単位 (dl.1)がわかる(1)
d会ト i 
と I'e、 l!と iぺ， dlのかさの単位関係がわかり，問題が解ける(1)
調uI望i.かさの単位 (dl，1)がわかり，単位の鱗や計算ができる(1)
昔j- 5校
時 1・符刻を読める(1)
右1 I 
火'JI ・時間と時刻の意味がわかり，時計を読むことができる(1) 言i 2校
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Table 2 (つづき)
内容 議Z f臨 の 続 占
-三角形・ l[tj角形の佐賀がわかる(3) ..長方形.lE方形.u室角三角形の性質がわかり，芸書く (作
.三角形・仰角形の図形の意味や性質がわかる(1) 図する)ことができるは)
-簡単な三角形・問角形がわかり，言書くことができ 崎長方形.lE方形・1直角三角形について!習を惑いたり，説
~I るは) 明したりできるは)
. :fミー方形。正方形・直角三角形がわかる(について ・凶形に関する用語を知り，それをlEしく用いることがで
理解できる)(5) きる(1)
形 -長方形@工E;ぢf形・直角三角形の特徴(性質)がわ
かる(5)
-正方形・:災方形・扇:角三角形のきまりや性質がわ
かる(1) 計 22絞
数量 -かくれた数を線分留を使って求めることができる(1)
関係 E計ト 1校
その他 -字の形に気を付けて，ていねいに著書く(1) 計一 1校
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Table 3 算数料2年3学賜の評価の融点、
内容 評価の観点
・10000までの数のしくみや大小がわかる(1) ・4佼数の読み饗き・大小・構成がわかる(1)
・10000までの数の佼取りや大小がわかるは) ・10000までの数の読み議き・頗序・大d等がわかる(1)
.10000までの数の構成・大ノト・際!予がわかる(1) ・10000までの数の読み議き・数系列・数の構成がわかる(1)
・10000までの数の読み警きができ，大きさがわかる(1) ・1∞00までの数の読み方・書き方・大小・綴序がわかる(1)
.4{立数の位取り・数の大小・傾序がわかる(1)
• 10000までの数の数え方や表し方・大小・ 1殴序がわかる(1) 言十 10校
数
言十 13校
と
• 10000までの数を知り，書聖母まな計算ができる(1) ・10000までの数のしくみや大小・願序・変わりガ・号十害事が
・10000までの数を理主解し， 4位数までの計算ができる(1) できる(1)
• 10000までの数の大きさがわかり.lEしく計算でき ・100C日までの数を王盤解し，加減の計算ができる(1)
る(1) ・10000の位までの数の読み警きと計算ができる(4)
・10000までの数の構成(しくみ)がわかり，苦十算することができる(3)
・10000までの数の構成がわかり 4げたまでの数の計算ができる(1)
・大きな数(4げた)の読み繋きができ，計算ができる(1) 計 14校
• 10000までの数(4けた) (4位数)の足し算ができる(4)
・10000までの数(4けた) (4位数)の引き算ができる(4)
• 10000までの数の計算が廷しく早くできる(1)
.整数の足し算や引き害事の計算ができる(1)
・4{立数(4けた)の足し算・引き算ができる(2)
佼数までの廷し繁・引き害事が筆算でできる(1)
り，計算ができるは)
り立ちについて考え，確実に使うことができる(1) 計 2校
梁 1・かけ算の九九が唱えられる(1) ・九九を使って，かけ算の問題がとける(1)
・かけ算九九を正しく覚えている(1) ・かけ算九九を使って，計繁や問題を解くことができる(2)
鋒 i法i・かけ算九九のしくみがわかり，正しく蹴ること サミけ算九九を使って，楽しいゲーム遊びができる(1)
?
?
?? ?
ができるは)
・かけ算九九のま買をJ¥l，て，かけ算の問題が解ける(1) 言十 8絞
-文章霊童を解くことができるは) 'JEし算や引き算の文章題ができる(1)
・足し要事・引き算・かけ事事を使って，文京題を解くことが
できる(2)
文 I.いろいろな文章総合解くことができる(2)
宝章 I.文章を読んで，間霊童を解くことができる(1)
題!。テープ図を使って，文意題を解くことができる(2)
・文主主題をきちんと読み取り，正しく計算することができる(1) 計 13校
• cmとmの関係がわかり，それを用いて長さを測ることができる(1)
・ものさしで長さを瀦ることができ， m"cmの単位関係が理
解できる(1)
-長さの単位 (m)がわかる(2)
• cmとmの意味がわかる(1)
・蜘・ cm'mの長さの単位がわかる(1)
主量
• mmとcm，crnとmの劉係がわかる(1) ・長さの単位 (m'cm・醐)がわかり， i!lU)'主できる(1)
• m 'cmの関係がわかり，使うことができる(3) ・長さの単伎がわかり，長さの大小や測り方がわかる(1)
'mとcmを使って長さがま受せ，単位の関係がいえる(1) ・ものさしを使って長さをlEしく測ったち，書書いたりする
・物の長さを mやcmを使って表すことができ，mや ことができる(1)
cmの単位関係がわかる(1) ・長さの単位がわかり，測ったり，計算したりすることが
・長さの単佼 (1m) を知り.lEしく測定できる(1) できる(1)
'cm' mの長さがわかり.-長さの測定ができる(1) ・長さの単位 (m'cm'醐)の関係がわかり，長さの足し算・
引き算ができる(1)
言1- 19校
・数遊びをして，位震や広さがわかる(1) 計 1校
と
讃1
定
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Table 3 (つづき)
-主主方体・立方体の辺・商・頂点が理主解でき，ユ主体図形と玉I"l!百図形との関係がわかる(1)
音十 3校
図 I I・立体図形の概念がわかる(1)
• il主方体・立方体の性質がわかる(1) 計 2校
Jl. I・絡の形がわかる(1) ・箱の商の形，辺・頂点、の名前や数， r河じ;隠さの辺の級が
-絡の形の性質がわかる(1) わかる(1)
体 I.絡の形とっくりがわかる(1) 箱の性質を知り，切り開いた形との関係がわかる(1)
-構成する要素に気をつけて，箱を考えることがで ・絡の形のlID・辺・渓点と切り開いた図がわかるは)
きる(ω1υ) 綴のE窃宝.辺.頂点と組み3立Zてたときの形を耳潔霊解すること
形IDI~閲 l 箱の形の街 辺 頂臥点な川質問悶を鮒閥気知脳i出るこ山 がで吋市き臼るω
きる(ω1υ) 箱の形がわかり，総み立てることができる(ω1υ ) 
形 I.箱の形を構成する商・辺・潔点などの要楽につい ・箱やさいころの形の特徴がわかり，作ることができる(1)
て理解できる(1)
・箱の閣の形や頂点の数，辺の数などがわかる(1)
.絡の商の数や形・大きさの関係がわかる(1)
数議 1・2つの数の関係に気付き，間皇室を解くことができるは)
関係 1・2つの震の違いを見て，問題を解くことができる(1)
計 15校
言十 2校
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・大きな数の読み議きができる(1) ・千万までの数の読み方・審き方，数の構成などがわかる(1)
@大きな数の警き方・構成・大ノトがわかる(1) ・ト進法のしくみと千万までの数がわかる(1)
・千万までの数の読み議きができる(1) 計 5校
-万までの数のしくみがわかり，計算ができる(1) ・千万の位までの数のしくみがわかり，加滅計算ができる(1)
-十万までの大きな数がわかり，計算ができる(1) ・千万の佼までの数について十進構造がわかり，廷し繁-
e十万までの数の構成や佼取りがわかり，計会第ができる(1) 引き算ができる(1)
.二千万ーまでの数のしくみがわかり，計算ができる(2)
-千乃ーの位までの数のしくみがわかり， 12し繁・引き算ができる(1)
.二千万の位までの数の計算ができる(1)
-万の佼の足し算・引き算ができるは)
での数の足し算・引き算ができる(1) 計 3校
う(1) ・0のかけ算，かけ算のきまりがわかるは)
きまりがわかり，言十算ができる(4) • 0・friJ十・侭百のかけ算の計算をする(1)
1けたのかけ算ができる(1) ・0や10のかけ算や何十 e何百Xl{立数の計算ができる(1)
lけたの数をかけるかけ算ができる(1) ・0を含めたかけ算の慾味がわかり，10または100の単位に
きまりを塑解し， 2佼数.3 fj'[数x1位 l佼数をかける計算ができる(1)
数の計算ができる(1) 計 11校
.かけ算 eわり算の計算ができる(2)
・九九を使い 2けた71げたのわり算ができる(1) 計 3校
・わり算の意味とそのやり方がわかる(1) ・わり算の意思表がわかり，海が l位数であまりのあるわり
・わり算の意味がわかり，計算ができる(7) 算の計算ができる(1)
・わり算の意味がわかり， (わり算の)問題を解くこ ・2位費支・3{立数十l{立数の計算ができる(1)
とができる(2) ・あまりのないわり算ができ，わり算の問題を解くことが
・わり算の意味がわかり，答を見つけることができる(1) できる(1)
・わり害事の意味がわかり，わり算の問題を作ったりあまりのあるわり算の計算をする(1)
解いたりできる(1) ・あまりのあるわり算ができ，わり算の問懇を解くことができる位)
ーわり算の窓妹がわかり， 2佼数ム 1佼数の苦十算ができる(1) 計 19校
・かけ算のきまりを竣解し，文章畿を解く(1)
・わり算を{突って，文章皇室(文章問題)を解く(2) 計 3校
・長さの単位協と mの関係がわかる(1) 巻尺の読み方， km' mの単位がわかる(1)
• J毛さの単位 (km)がわかり， mとkmの関係がわかる(1) ・巻尺の読み方や!(m・mの単位の鑓係がわかる(1)
・キロメートルの単位がわかり，簡単な単位換算が ・巻尺の見方やmとkmの関係，距離と道のりの求め方がわ
できる(1) かる(1)
・;長さの単位がわかり，道のりを表すことができる(1) ・長さの単位がわかり，問題が解ける(1)
• J重さの単位がわかり， fifi緩や道のりを求めること ・長さ (km)を理解し， El盛りを読んだり，計算ができる(1)
ができる(2) ・巻尺の使い方・読み方を理解し， kmやmの関係や遂のり
・長さの単位を知り，距離と遂のりの違いがわかる(1) の計算をするは)
メートルとキロメートルの関係，距緩や遂のりの表し方がわかる(1)
長さの単位協と mの換算ができ，距離や道のりを求めることができる(1) 計 15校
時刻や時|鳴を求めることができるは) ・時刻や時間を求めることができ， I秒jについて潔鮮できる(1)
時閣の関係を知り，時刻や時間を求めることができる(1) .簡単な待問や時刻の計算ができる(1)
・時刻や待問について理解し，待問を求めることができるは)
.1時刻!と時間の求め方，短い待潤の単位がわかる(1)
算数料3年 l学期の評舗の観点、
数
計 8校
線0) {悶議Z
Table 4 
内容
8校B十
除
????????
?????
と
計目
と
告主
宣言一
演1
定
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Table 4 (つづき)
内容 喜平 {前 の 続 点
-円のf生震がわかり，コンパスを使って作図するこ -円や球の(基本的な)性質がわかり，コンパスを(立し
とができるω く)使うことができる(3)
関 -コンパスを使って内をかいたり，~さをよとべたり -内や球の性質がわかり，コンパスで円安望書くことができ
することカヨでトきる(1) る(1)
-円や球について淫解することができる(2) -円やま求の中心・半後.ilま径の性質を知り，コンパスを使つ l
青芸 -内や球の性質がわかる(4) て円を望書くことができる(1)
-円や球の基本的なことがわかる(1)
• f弓や球の性質を知り， r中心Jr土i'-筏J1事:径jの窓味がわかる(1) 苦卜 15校
I .口を使った式を理解し，問題がとける(1) ・lコを使った式を番札口にあてはまる数を求めることが
数
2 ・口を使った式の足し引iき繁ができるω できるロ
使 ・口の意味がわかり，口を使った式にき受すことがで ・わからない数を口として式にぎをし，口にあてはまる数を
つ きる(2) 求めることができるω翠; 式
-口を使った式に響いて，問題がとげる(1) 言1- 8校
関
棒 -棒グラフの意味がわかる(1) 。表や棒グラフを読んだり，書いたりすることができるω
係 グ
-棒グラブを読んだり，響いたりすることができるは)
ブ -棒グラフについて理解し，読んだり，欝いたりで
フ きるは) 計 4校
!情窓 数に関心をもち，まじめな態度で学習する(1) 言十 l校
一一一一一
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Table 5 算数科3年2学織の評価の観点
内容 言平 イ臨 の 観 .FいJ 、
数 -大きな数の読み方..i書き方・しくみ・ 1霞序などがわかる(1)の
概;{語ト、 -千万までの数の読み方・ 2書き方，数の構成などがわかる(1) 計 2校
力減法口
ー千万の伎の力日法・減法の計算ができるは)
• (2けた十 2けた)や(2・3けた 2けた)の勝算ができる(1) 昔i 2校
ーかけ算のきまりがわかり，言十算ができる(2) • 2・3位数x1佼数の筆算ができる(3)
乗 -かけ算のさま算ができる(1) • 2佼数x1位数 (32X3)や 3位数x1位数 (312X3) 
• 2・3{立数 (2・3けた)X 1佼数(1けた)のか の言オー 算ができる(1)
i i去 け算(計算)ができる(7) 計 14校
数 自由 ーー-戸ー・』自 由一胸骨苧 司--同------- ----山 由 宮古申# 血 由司司令 ---_ー司司由----砕【吋白骨 -----叫占
ト一一1 ・かけ算・わり算の計算:が正確にできる(2) 計 2絞『司自国司 司『向 山ー 町ー田明副軒両』争ー曹司 伊守晶日目晶・ー 申司由 町ー田守合干『仲胆苧ー ーー 唱--_-----骨司ー ーー 司司由--岨
-わり算の意味がわかり，計算ができる(3) • 3・4けた.，.1けたのわり算ができる(1)
除
-わり算の意味がわかり，わり算の問題を解くこと • 3位数 1{立数 (312ム3)の計算ができる(1)
ができる(1) .4{古数.，.lt立数の計算ができる(1)
-わり算のさま参事の窓味がわかり，計算ができる(1) -あまりのあるわりま事および 1げたでわるわり算の暗算固
-わり算の意味がわかり 3位数 l{j'L数の計事事を 主査第ができるは)
法
ずることができるω
ー1けたでわるわり算が主査察ででき，問題を解くことができる(1)
言ト 。 2~4 佼数ム 1 位数のわり算(計算)ができるは) 計 15校
-分数のきまりが理解できているは) -分数の主意味がわかり，力日法・減法ができる(1)
分l分数の窓l細川一一るω 矧の意味やしくーしーって足し算引
-分数のしくみがわかり，計算して問題が解ける(1) き算ができるは)
事
-分数のしくみがわかり，足し算・引き算ができる(1) -分数の意味がわかり，間分母の加減ができる(1)
数
-分数の意味がわかり， (簡単な分数の)足し主主・号| -問分母分数の起し事事-引き算ができる(1)
き第ができる(6) 計 17校
-小数の意味がわかり，簡単な計算ができる(1) • 1/10の位の小数の窓、味やしくみを理解し，それを使って
-小数のしくみがわかり，計算して問題が解ける(1) 足し算・引き算ができる(1)
数 • ;J、数の;窓味がわかり，足し算・引き算ができる(2)
-小数のしくみがわかり，足し算・引き害事ができる(1) 計 6校
題文室主
-文章題を解くことができる(1)
-文章霊童をよく読んで，解くことができる(1) 討内 2校
. ]重さの単位がわかり， i郎定ができる(4) -重量さ(グラム・キログラム)の計算ができる(1)
. ]重さの単位 (g']氾)がわかり，重量さを測ることが 'kgを単位とした重さがわかり，問題を解くことができる(1)
量
できる(2) @主重さの単位とその関係がわかり，問題がとける(1)
i重 の
機 . 1重さの単位がわかり，はかりを使って測定できる(1) . A重さの単位がわかり，加減や簡単な換繁ができる(1)
と 4A主3:、 -単位を知り，はかりの目盛りを読むことができる(1) -重さの単位 (g・kg) を知って，潔tlったり計算したりする
と . !重さの単位を知り， はかりの民主主りが絞める(1) ことができる山
測 務j . ~重さの単位がわかり，はかりの忌皇室りを読み取る
定
'疋一』 ことができる(1)
-はかりの使い方や読み方ーがわかり， g'l沼の関係がわかる(1) 計 16絞
普安寺t 
-時刻と時隠について潔解する(1)
-分と秒の関係がわかり，時刻や時間を求めることができる(1) 計 2校
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Table 5 (つづき)
内容 言平備の観点
いて，その性質などがよく理解できて -二等辺三角形・正三角形がわかり，作図することができ
るは}!ji(! 
形 ぴ角の大きさがわかる(1)
-三角形の定義がわかり，1Eしく書くことができる(1) 言ト 4校
-かくれた数を逆算して求めることができる(1) 計 1校
????
-グラブの読み方がわかり，棒グラフを脅くことが 。表を読んで，棒グラフにま更すことができる(2)
できる(1)
・ま告や棒グラブの見方・警き方がわかる(1)
-棒グラブやま提を読んだり，言書いたりすることができる(3)
情滋[・算数に関心をもち，まじめな態度で学習する(1)
???
7校
1校
到達度評価と OV) 号7
τable 6 算数科3年3学期の評価の観点、
内容 言平{部の観点
-かけ算のきまりがわかり，計算ができる(2)
• 2けたのかけ算の計算ができる(2)
.3{立数x2佼数のかけ算ができる(1)
・(2 f:iL数や3佼数)x2{立数の筆算の仕方がわかる(1)
• 2 • 3位数(2げた眼 3けた)x 2佼数(2けた)の(かけ算の)計事事ができる柱。
計 16校
かけ算やわり算の計算がIEしくできる(1) 計 1校
2・3・4位数γl位数のわり算ができる(1) 計 1校
分数の意味がわかり，その足し算・引き算ができる(1)
計 1校
小数の意味がわかり，鱗単な計算ができる(2) 。小数の意味や表しガがわかり，足し算・引き算ができる(1)
・小数のしくみがわかり，計算ができるは) ・小数の足し算・引き算ができる(1)
小数の意味やしくみがわかり，簡単な計算ができる(2)
り，足し算・引き算ができる(3)
り，加減の計算ができる(1)
?
11校
-そろばんを使って，方I減算ができるは)
・珠算で， 3けたの起し繁 e引き算ができる(1)
計 9校
そって解くことができるは)
-三角形の性質がわかり，議くことができる(2)
苦j- 2校
・二等辺三角形と正三角形の↑設費(特徴)がわかり，作協
ができるは)
-1 ・いろいろな三角形の性質を知り，作|渇することが ・二等辺三角形。 IE三角形の性質がわかり，)E規やコンパ
図|角 iできる(1) スを使って書くことができる(1)
・二等辺三角形とlL三角形の特徴がわかり 9 弁別が
できる(1)
・二等辺三角形・正三角形について環解し，イ乍関が
でFきる(2)
・ 二等辺三角形とIE三角形の性質や角の意味を理解
し，乏しく塞くことができるは)
@角度の窓i味を理解し，三角定演を使って角度の大
きさを比べることができる(1)
-口を使って，問題を解くことができる(1)
計 12校
計 1校
苦十 l校
。口を使った式を立て，の数を求めることができる(1) 言十 2校
惰窓 I.算数lこ関心をもち，まじめな態度で学習する(1) 計 l校
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Tabl告 7 算数科4年 l学期の評価の鵠点、
内容| 評価の観点
I I・概数の求め方がわかる(2) ・回総五入の意味や方法ががわかり，概数を求めることが
配・酬とその求め方や使い方がわかる(1) できる(1)
引・機数の鰍や求めガがわかりヲそれを応用するこ e閉捨五入の意味印刷麟し，これを用いることがで
凶[ とがて?きる(1) きる(1)
捨i・およその数の求めガがわかり，使うことができる(1)
五i
入 I.概数の意味がわかり，間捨五入ができる(3)
1 ・沼捨五入の窓味がわかり，四捨五入して概数を求めることができる(1) 苦j- 11校
トー寸・大きな数の表し方や，概数の求めガがわかる(1) 討 l校
-大きな数の言語み著書きができる(2) ・穏や兆などの大きな数を読んだり，塞いたりすることが
大1・大きな数の読み欝きがわかり，計算ができる(2) できる(1)
数以・大きな数のしくみがわか抗措できる(1) 同・9同悦知り，大きな数の読み献ができる(1)
I .大きな数のしくみがわかり，和や差を出すことができる(1) 兆の位までの数のしくみがわかり，読み審きができる(2)
同 i.大きな数の読み欝きができ，けた数の多い整数の ・億・兆の数のよみかきと，足し算・引き算ができる(2)
凶 加法・減法・鰍ができる(1) ・兆の位までのしくみがわかり，読み審き計算ができるは)
とI1. ~億や英字下の};:.き翌苧竺-::>v>三平E子育子手!里 町 ザ 白 計 151'土
I ・億や兆までの数の読み方・謬きプ5・しくみがわか
り， 3位数x3佼数の計算ができる(1) 計 1校
乗i・3けたのかけ算ができる(2) ・3佼数x3佼数までの筆書事ができる(1)
I .かける数が3けたのかけ算ができる(1) ・3位数x3佼数，最後に 0のつくかけ算ができる(1)
計暗I. 2位数・ 3佼数のかけ算ができる(2)
• 3 {立数x3位数のかけ算ができる(1)
.わり算ができるは)
• 2佼数でわる計算ができる(1)
算|除! わ側2けたのわり算ができる(1)
-除数が2佼数の場合の隊法の計算ができる(1)
法 1・2位数(2けたい 3位数(3けた)のわり算ができる(1)
• 2けた・ 3げたの数でわることができるは)
い引7たや 3げたの数でわるわり繁(計算)ができる(3)
トー リト数のしくみがわかり，計算ができる(1)
iリ小数の足し算・引き算ができる(1)
数 リゴ、数のしくみを知り，加法・減法が毎号事事・皇室算でできる(1)
文 ・文芸霊長室を解くことができる(1)
主 ・文章霊童を読み取り，解くことができる(1)
霊童 ・文主主題を自分で筋道を立てて考え，解くことができる(1) 計 3校
・計算のきまりがわかり，正しく計算できる(1) • Xム十一の場濁の問題を，まとまりを考えて解けるようになる(1)
:1・計算(かけ算・わり算・足し算→|摘が圧し 叶 -x-;-の混じった式， ( )械った式の計算ができる(1)
数i滋[ くできる(1) • 0や口の式で表したり，その数値を毅べたりできる(1)
1.6‘ j 
議 i兵1・かけ算・わり算・足し算・引き算の混じった計算の願序がわかり，正しく計算できる(1)
.x-;-+ の滋じった式を計算の}綴序を考えて解ける(1) 計
係 i警1・2つの数震の変わり方がわかる(1)
グl・2つの数愛の変わりガを競べ，式に表し，表にまとめることができる(1)
ラ i
フ I.折れ線グラブを読んだり，響いたりできるω
言十 8校
・わる数が2・3けたのわり算ができる(1)
'1徐数が2・3位数の場合の除法の言十算ができる(1)
• 2・3けたの数でわる計算ができ，それを使って問題が
解ける(1)
・4{立数 3位数までの計算ができる(1)
言十 13校
?
3校
関 7校
言十 2校
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Table 7 (つづき)
内容 評 {部 の 観 点
-角度がわかり， ilY定や作闘ができる(1) -分居室務をf克って，角度を演出ったり議いたPできる(3)
-角の意味がわかり，議:いたり測ったりできるは) -分度器による角の測り方や芸書き方が正しくできる(2)
主量 -角の書事lり方がわかり，護くことができる(1) -角の大きさの意味・単位，分度器のしくみがわかり，角
と -魚(の大きさ)を(iEしく)昔話ったり，言書いたり を測定したり，議くことができるは)
することができる(5) -角の大きさを分度著書を使ってi測ったり，謬いたり，計算
潔1 -角の大きさとその浪jり方がわかり，議くことがで で求めたりすることができるは)
{ λと
きる(1)
-角の大きさを求めたり，作図したりできる(1)
-角の大きさを求めたり，決められた角を芸書いたりできる(1)
計 18校
100 撫尾知信
Tabl母8 算数料4年 2学期の評儲の観点
内務 言平備の観点
-概数の;窓i球がわかり， R'l捨五入によワ銃数を求めることができる(1)
概 i
・問主主五入の仕方「がわかり.概数を求めることができる(1)
数 I.位淑りや限捨五入を注慈して，およその数で表すことができる(1) 計 3校J …臓やしくZ日「 一町一一一一|同晴閣き滞開…算僻肘一一…が肘町……で吋市一き抗叫る印α
I .;裕努分数や{仮友分数のf性性宝全:紫がわかる(ω1υ) 分数の種類や事変芝形4そE知り'悶分母の1足Eし主算事.引き算がで
! .分数の主意霊[味味がわかり， i使庭える引(1υ) きる(1ωυ ) 
I .分数の意味がわかり，計算ができる(1)
数 I.いろいろな分数の表し方がわかり，足し算や引き算ができる(1)
-宇野分数や仮分数などの窓事長がわかり，足し算・引き算の計算ができる(1) 計 9校
と「一寸ー計算(分数・4、数)が正しくできる(1) 計 I校
-小数の意味がわかり，使える(1) • 1/1000の{立までの小数の意味がわかり，廷し算・引き算
-小数・整数の意味がわかり，計算ができる(1) ができる(2)
.1. I リ /100，1 /1000の伎の小数のしくみがわかり，計 りふ数第3佼までのしくみや佼取りがわかり，足し算や引き
計 I.~ I ~草ができる (1) 篤ができるは)
・小数の佼取りや小数の足し算・引き算ができる(3) ・小数×整数の計算ができる(1)
・小数の位取りと表しガ「がわかり，足し算・引き算 ・小数のかけ算ができる(小数×小数まで)(1) 
算!数( ができるは) 小数7 整轍数の
I 1.ノ4小jれ、数の{佼立取りやJ檎檎成がわかり，足し算.奇引!同き3繁事ができる(はω1υ ) 
• 1/100の位， 1/1000の{立の小数の表し方・読み方がわかり，ノト数の足し算・引き算ができる(1)
計 15校
文 t ・文章問題を解くことができる(2)
章 1・文主主題を筋道を立てて考え，解くことができる(1)
題 I."ろいろに考えて，文章緩がとける(1)
・計算のきまりがわかる(2)
・計算のきまりを理主解し，活用することができるは)
-いろいろな考え方を使って，問題を解くことができる(1)
計 5校
・( )制使った式や，かけ算・わり算の混じった式の計算
ができる(1)
罰1・計算のきまりに従って計算できるは)
数 i潟|答I.計算のきまりを使って答を出すことができる(3)
議 I() I・計算のきまりをつかつて， ( い+・ ・x.ム ・( )・十・ ・×・つの混じった計算と立式ができる(1)
021 の混じった式の計算が瀬序ょくできる(1)
関 1~， 1・計算のきまり(( )や廷し害事 e引き算・かけ算・わり算の滋じった計算の順序〕を知り，iEしく計算すること
ができる(1) 計 12絞
グi・折れ線グラフの読み方・草書き方がわかる(3)
ラI.折れ線グラブを読んだり，響いたりすることができる(3)
ブ
. ( )を使った式や，かけ算・わり算の混じった式の計算
の頒序がわかり，計算ができる(1)
係
-t庁t線グラフの変わり方がわかり，望書くことができる(1) 計 7絞
I .面積の単位の関係がわかる(1) ・面積の単位を知り，長方形や正方形の謝穣の求め方がわ
・面積の意味や求め方がわかる(1) かる(1)
????-邸機の単位がわかり，求めることができる(1)
・部積の意味がわか1)，面積を求めることができる(2)
-正方形・主主方形のli穣を求めることができる(2)
-長方形・正方形のli稼の*め方や公式がわかる(1)
-言語穣の意味やi幣伎がわかり，面積を求めることが ・長方形 .lE方形のli積(m'. cm' . knf) を求めることがで
できる(1) きる(1)
-面積の意味がわかり，公式を使ってま耳穣を求めることができる(1)
-面積の公式を使って問題を解くことができる(1)
・商積の意味(概念)がわかり，長方形やlE方形の部穣を求めることができる(4) 計 17校
到達度評価と (IV) 101 
Tabl号 8 (つづき)
言平織の観点
・いろいろな間魚形とその性質がわかる(1) ・事行四辺形ー台形・ひし形の性質がわかり，警く(作殴)
噂 e~1角形の性質がわかり，見分けることができる(1) することができる(2)
・(いろいろな)四角形の性質がわかり，作図するこ ・台形・平行四辺形・ひし形の名前と性震がわかり，警く
とができる(4) ことができる(1)
関|角[ 四角形山い川認がわかり，作図すること 長方形台形平行問辺形・ひし形措くことができる
ができる(U (1) 
形iJif--!???Jjナ性 (1) 計 12校
・王監夜・平行の意味がわかり，いろいろな四角形の ・ま量産。平行がわかり，台形・平行四辺形・ひし形が警け
ト1慨がわかる(1) る(1)ri蹴平行問診の投資がわかり，廷しく作図 髄的関市川平行間加護く
箆| できる(1) ことができ，その概念と性察がわかる(1)
とj・王監控室・平行がわかり，いろいろな閲角形の作図が
平| できる(2) 計 8校
行 I.;il，U室と平行の窓i沫がわかり， (蚤夜や平行な夜線
を)議くことができる(2) 計 2校
102 機尾知信
Tabl母9 ~家数料 4 年 3 虫学期の評価の観点
内容 評価の観点
@分数の概念が塑解できるは) • [i司分母分数の足し算・引き算ができる(1)
-分数の意味や表し方がわかり，帯分数・仮分数で ・主主分数・帯分数・{反分数の窓味がわかり，分数の}Eし3草
分i表すことができる(1) と号iき算ができる(1)
・分数の意味がわかり，足し算・引き算ができるは) ・3草分数・帯分数.{，反分数の主言、l味がわかり，問分母の足し
数 1・分数の献を理解し，隠分母分数の加法・減法の 算・引き算ができるは)
数 計算ができる(1)
-分数の足し算・引き算(間分母の計算)ができる(1) 計 11校
・小数の四刻計算ができる(1) 計 l校
と
・小数のかけ算・わり算ができる(1) ・小数に整数をかける計算や，小数や整数を整数でわる計
-計算(小数のかけ算・わり算)が正しくできる(1) 算ができる(2)
小 1・小数に整数をかけたり，わったりすることができる(2)
ー小数のかけ算・わり繁(小数×整数，小数整数)ができる(1) 計 7校
計 -小数のかけ算ができる(3)
-小数』こ整数をかける(乗法の)計算ができる(2)
・小数×整数のかけま事(計算)ができる(2) 計 7校
算 j数! .小数のわり算ができる(2) -重要数γ 霊童数ェ小数のわり算ができる(1)
-小数を整数でわる計算ができる(1) ・わり算(小数・整数γ1・21立数)の祭事事ができる(1)
-小数÷整数のわり算(計算)ができる(3)
噸 IJ、数または整数を3童数でわって，商が小数となる除法の計算ができる(1) 吾ト
章題文
-筋道を立てて問題を解くことができる(1)
-文主主題をJL式し，解くことができる(1) 音1
量ヒ -長方形・ lE方形の溺綴がわかる(1)
測定 計
図
形間角
立 i
-図形(平行四辺形・台形@ひし形)が欝げる(1)
苦j"
-蕊方体と立方体の性質がわかる(1)
.u主方体・立方体の辺や溜の位鐙関係がわかる(1)
-直方体や立方体の性質や，辺や溜の平行・ 2垂直関係がわかる(2)
. i直方体と立方体の概念(意味)が澄解でき， ~吉間にあるものの位震の表し方がわかる (2)
・直方体や立方体の性質がわかり，展繍閣の意味や芸書き方がわかる(1)
.u室方体や立方体の佼震がわかり，展開闘をかく(2)
体 I'i哀15体・立方体の辺・街・頂点の数や性質がわかり，擦問i裂の見方・撒き方がわかる(1)
I .直方体・立方体の渓隠E惑や垂直・平行な辺・箇がわかる(1)
図 j・直方体と立方体の性質や，見取り図・後関図の意味がわかる(1)
形 I I 
iノ I.直方体と立方体の性質がわかり，見取り関・展開閣を読み取れる(1)
1ノ!
.ifI方体と立方体の性質がわかり，それらの見取り関・展開殴が苦言ける(1)
・直方体・立方体のiID・辺の関係がわかり，見取り~ゃ展開~が言書ける(1)
9校
2校
1校
1校
-恵方体・立方体について，辺と衝の佼霞関係(平行・ま量直)がわかり，見取り凶や燦開l惑を議くことができる(1)
計 16校
・立体のJll，耳元り図や展開図を欝く(1) 計 1絞
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Tabl思 9 (つづき)
内容 割2 fil の 軍昆 点、
-資料を空整理して君主にまとめる(3) -資料を落ちゃ重量なりがないように整理し，表にまとめる
-資料を務理して表へのまとめ方がわかる(1) ことができるは)
数 -あることがらを分類・整理し，表や図にまとめる 鯵資料の落ちゃ重なりがないように分類したり，その結巣
(1) を空襲壊してま告にまとめることができる(1)
量 -表の読み取ワができ，分類した結果を整殺して表
関 にまとめることができるは)
• 2次元義にま在理をし，落ちゃ重なりがないように読める(1) 言十 B校
- -- 半 日ー守『胴 占ーーー由明守割 &キー 四 円台--ー副回目 白 申】ーー品目白眉---曜特 由自 由市甲骨布引占』巴司合 ーー回目司却時ーーーー一戸---・
係 • 2つの数主主の変わり方を言語べ， きまりを見つけて • 2つの数量関係を，式・表・グラフを使って変化の特徴
問題を解くことができる(1) や規則伎をとらえることができる(1)
-伴って変わる 2つの滋の関わりを調べ，きまりを
見つけて問題が解ける(1) 計 3校
104 機尾知倍
Tabl告 10 l家数料↓5年l学期の評儲の鞍点、
続
? ?
数 I I i・5童数と小数のしくみとま賢しガがわかる(1) 計算する(1)
いき童数と4咲のしくみや小数点O){古鐙の関係がわかる(2) ・小数の計繁ができる(1)
!・主義数や小数の表しガや計算の工夫ができる(1)
と|小I._竿苧'¥'>/N主!l:0)苧止空竺L<ーチis竺 IJ，Tキ壬更す苧下手!ι一 一 一計 一一戸芹
@主主数と小数の2更しプiがわかり，小数のかけ害事・わ ・整数・ノj、数を10倍・ 100倍・ 1110・1/100したときの大
り算ができる(1) きさと小数点の{宣言霊がわかる(1)
・小数のかけ算@わり算ができる(1)
計・小数をかける計算，小数でわる計算ができる(1)
i .小数のかけ算の怒号表がわかり，計算することがで
数| きる(3)
・小数をかけることの意味がわかり，計算ができる(4)
吋教の乗法の意味や計算規則がわかり，計算する(1)
.小数のかけ害事ができる(3)
計 11校
:X I .筋道を立てて文主主題がとける(1)
I 題 ・筋道の遜った問題解決ができる(1) 音f' 2校
1 ・体緩や繍について理解ができるは) ・体緩や繍の窓味がわかり，立方体や直方体の附入
-体積や容擦の:意味がわかり，それを求めることが れ物の容積を計算で求めることができる(1)
できる(1) ・夜方体・立方体の体積・容積の意味がわかり，それを求
裳 i体 I.体積・容積の意味がわかり，公式を用いて求積する(1) めることができる(1)fi-繍や容積仰ること吋る(1) 情方体と立方体の体幹容積を求めることができる(1)
申 I.体積 e容積の求め方がわかる(1) ・夜方体・立方体の体綴を求めることがでトきる(2)
とi廿!
設 1・公式を活用して体積を求めることができる(2)
・{本手警の単{立，および体緩や容積の求め方がわかる(3)
・かさの単位を知り，立方体・直方体の体積・容積
が求められる(1)
3子 ・平均0;意味を理解L，平均を求めることができるは)
い平均じと求詑方がjっかる υ
j勾 ー平均とのべの意味がれかり，問逮捕くことができる(1)
i警 ・単位制たりの葱味がわかり，計算できる(1)
挙 ・単位制たりや速さ¢意味がわかり，問題を解くことができるは) 計 2校
I . [j:¥I形¢合司の意味がむか1)，合同な図形を作図する(1) 合同なi翠形が醤け，三角形の内角の和についてわかる(1)
I .合問な図形がわかり，三角形や四角形が作図できる(1) ・図形の合同の意味について漂白卒し，三角形や四角形を工
図 i・合荷な図形の対応関係と合同条件がわかり，作図する(1) 夫して作図したり，多角形の内角の和を求めたりするこ
・合間な三角形・四角形を響くことができる(1) とが令きる(1)
形 1・三角形と四角形(合問・角の大きさ)がわかる(1)
・合淘の意味がわかり，合同な図形が芸書け，三角形
や問角形の角の大きさの求め方がわかる(1)
算
言十 4校
・小数のわり算の主主味がわかり，計算することができる(3)
・小数でわることの窓味がわかり，計算ができる(4)
-小数の除法の意味や計算規刻がわかり，言十害事する(1)
.小数のわり算ができる(3)
苦!ゐ 11校
君事j
? ?
15校
{ 
疋
?
3校
?
8校
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Table 11 算数科5年 2学期の評価の観点、
内容 評価の観点、
-整数の性質(倍数 e約数)がわかる(1) • f音数・約数・公奇数・公約数を見つけることができる(2)
-倍数や約数など，整数について理解できる(1) ・公倍数・公約数の問題を解くことができる(1)
帯整数の倍数・約数の宣言味がわかる(1) ・倍数や約数の;意味と見つけ主i，偶数や奇数がわかる(1)
倍 i
• f音数と約数の意味がわかり，それを見つけること ・倍数・公倍数・約数・公約数の意味がわかり，その数を
数 i ができるは) 求めることができ，慾数は偶数と奇数に分けられること
数!と I.係数と約数を見つけることができるは) がわかるは)
と
苦i
約 I.俗数と公倍数，約数と公約数の意味がわかる(2) • {i奇数@公倍数・約数・公約数ー奇数・偶数についてわか
• f背数・約数・公約数・公倍数などの窓味や性質が
数|
わかり，求めることができる(1)
• f者数と公倍数，約数と公約数の窓味がわかり，間
ができる(1)
きるは)
-引き算，分費支×整数，分数十重童数
る(1)
音十 15校
ー分数同土の加減と分数と整数の乗除ができる(1)
の計算ができる(1) 計 3校
分 i-分建立の足しまま・引き算ができる(3) ・異分母分数の起し第@引き算ができる(1)
・分数の加法・減法がわかる(1) ・呉分王寺分数の加減の計算のしプ1がわかる(1)
算 I1.約分骨分がわかり，分数の足し算・引き算ができる(1) ・異分母分数の力[)法・減法の計算方法がわかり，計算する
数 1・約分野通分がわかり，それを使って巽分母分数の ことができるは)
足し算・引き算ができる(1)
‘約分・通分がわかり，異分母(分数)の加減算ができる(3)
し，n関序よく考えることができる(1)
ること古tでもさる(1)
の大きさがわかる(1)
りの;霊・平均@速さの意味を甥点揮し，向
くことができる(1)
と三角形の街積を求めることができる(5)
@二三角形や四角形のま百綴の求めJjがわかる(1)
。問角形と三角形の公式を理解し，立百積を求めるこ
ij- 12校
計 1校
苦1" 1校
計 l校
計 2校
・平行四辺形・ミ三角彩・台形・ひし形・その他の多角形の
部穣を求めることができるは)
-多角形の夜i積を;求めることができる(1)
とができる(1) ・平行四辺形・三角形・台形・円のil穣の求め方がわかる(1)
・公式を活用して三角形や問角形の商機を求めるこ ・河湾の長さや内の街積を求めることができる(1)
とができる(2) ・公式を活用して内問・円の預績を求めることができる(2)
.三三角形。平行四辺形などの磁績を求める公式を適
用して問題を解くことができる(1)
・三角形・平行四辺形・台?惨などの面積を求めるこ
とができる(2)
・平行四辺形や台形など多角形の臨j穣を求めることができる(1) 言十 19校
・正多角形のf生繁がわかり，円周や河の部稜の求め ・正多角形の性質がわかり， {'乍図ができ，さらに内やおう
ガがわかる(1) ぎ形の夜径や回りの長さ，題検を求めることができる(1)
Igj I ・正多角形が番付，円潟や円の商積を求めることができる(1)
形 I .正多角形の性質や書き方，内潟と円の溜積がわかる(1) 計 4校
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?
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?
?
?
?
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評織の観点
関
-三角形の合同条件がわかり，合同な図形を作図で ・三角形や四角形の内・外角の!鶏係がわかり，合同な図形
きる(1) を響くことができる(1)
・三角形やg角形の性質を浬解することができる(1) ・合同なZ三角形や問角形の対応する頂点・辺・角がわかる
・三角形・四角形(作図・合同)が潔解できる(1) (1) 
・三角形や四角形を合間の考えをもとにして理解す ・円と多角形についてわかる(1)
ることができる(1)
-合同の意味がわかり，合i可な三角形・四角形が惑
背3
計 9校
・文字を用いて数量の大きさを式で表したり，題意に却し
た式を立てXの悠を求めることがて?きる(1)
た式が{乍れる(1)
り，計算ができる(1)
数
てま長し，数値を求めることがで . xを潟いて式を:立てたり，績を求めたりすることができ
きるは) る(1)
-文字で数;設をま賢したり，文字を使った式で問題を .xをmいて題意にIlPした式を立て， Xの{疫を求めること
解く(1) ができる(2)
文字を使って数議の大きさをま長し，式を立てて間
皇室を解くことができる(1)
-文字を使って立式したり， Xの{患な求めることが
できる(2)
敏文字を使って式にき賢したり， Xを使った問題を解
いたりできる(1) 計 12校
・規則正しく増加していく法則を見つけて，問題を解くことができる(2) 計 2校
・2つの数議を組み合わせて，ちょうどよい場合を
主設
関
係
見つける問題を解くことができるは)
?? ? ? ?
I校
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Table 12 算数科5年3学期の評憾の観点
内容 手J1 j協の鋭点
-分数のかけ算ができる(1)
・わり算の商を分数で表すことができる(2)
-分数tこ幾数をかけたり，整数でわったりできるは)
・分数x繋数，分数÷整数の慈味がわかり，計算できる(1)
分
-分数のかけ算'わり算の意味を理解し，計算する ・分数×猿数，分数-d童数の計算ができる(5)
ことができるω
数 l 数 i 二 fTF4?:??子 'v l) 苧?竺:ミ ~(2) 言十 13絞
-分童文と小数・整数の関係がわかる(3) ・分数と小数の関係やその滋合の計算ができる(1)
と i
!・分費支と小数・整数の関係がわかり，大小比較ができる(1) ・ノト数のかけ算・わり繁，分数の足し算・引き算・かけ算・
とi小 I.ノj、数や搬を分数に直したり，分数を小数や鰍 わり算ができる(1)
数
にTI[すことができる(1)
-分数と小数・整数の関係や簡を分数で表すことができる(1)
・わり算の痛を分数で表したり，整数叶、数を分数にil'i:し
りすることができるω
きの考えを用いて問題安解くこ
言十 9校
言十
算
どの考えで問題を解くことができる(1)
?
2校
反!
?野
-筋道を立てて考えることができる(1) 計 l絞
'正多角形やおうぎ形の性質がわかる(1) 昔j. 1校
・7三角形・四角形・多角形の性質や菌1績の求め方が ・中心・半後・直筏・湾周・中心角の関係がわかり，円や
わかり，警くことができる(1) 多角形を作図し，円やおうぎ形のITil穣を求めることがで
・多角形の意味がわかり，同期や内の商務を求める きるは)
ことができる(1) 計 3校
公式を利用して，円潤や円の面積を求めることができる(1) 計 1校
t事佼量当たりの大きさ ('jl均・密度・速さ)がわかる(1) ・平均・滋み具合・速さの問題の求め方がわかる(1)
単位議当たりの大きさとその用い方がわかる(1) ・平均・速さ・人口密度等単位釜当たりの大きさを考え
平均や単位量当たりの意味がわかり，問題ができる(2) て問題を解くことができる(1)
・平均や単位量当たりの大きさ，速さの比ベガがわかる(1) 苦卜 H交
-単位釜当たりの大きさ，割合.e.f分率の意味がわ
かり，帯グラフ・円グラブへと応用できる(1) 計 1校
・百分率の意味がわかる(1) ・小費支と歩合・百分惑の関係がわかり，都合の問題を解く
百
-割合の意味がわかり，百{分家や一歩合を使って陪皇室
を解くことができる(1)
ことができるω
数
-百分率・歩合を適用した計算ができる(2) 言ト 5校
議!分1-.言語字どう己正弘，1)， んヲ込書UZKi- :ぢよ証平;手話Zij占;5一告示言デギ戸i去五三記詰ギギ;
主事 1・百分率の表し方とグラブの読み方や特徴がわかる(1) 書き方がわかるは)
関II割合の意味がわかり，穆グラフや円グラフを利淘 ・割合の意味がわかり，百分率や歩合での表し方や帯グラ
できるは) ブや阿グラブが警げる(1)
・苦手j合・百分率がわかり，簿グラフ .pjグラフに表せる(1) ・割合・百分率・歩合の意味がわかり，それを求め， pヨグラ7・
係[グ j・割合・百分率の献や帯グラフ叫グラブの読み 帯グラブに表したり仏，読んだりすることができ抗削るぶ机(1
ブi芸婆雲きができる(は1) 言計十 8校
ア1-:品五亙フ・円グ云ヲぷ吉平会きができる(4) 言十 4校
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Table 13 算数料5年 I学期の評価の観点、
内容 評価の畿点
-分数i'1Jゴーのかけ算の意味がわかり，計算をする(1)
・分数に分数をかけることの意味がわかり，その計
算ができる(1)
・分数をかけることの意味じ計算のし方がわかる(1)
数 1"I .分数のかけ算ができる(3)
分 i
l 計 自校
数1-.語数，(J)記合言一;州事0)霊長ぶふ恥了証言両副ij
と 1，I とI.分数のかけ算・わり算の意味を知り，それらを使っ
小[ ていろいろな問題ができる(1)
計 i 勤 I-'-~~む関門戸不買担~， iIT算性問題円~;:，(日 賢一一時
ー分数を用いたいろいろな計算ができる(1) 計 1校
・分数と小数のi混合の計算ができる(3) ・整数や小数を分数に直していろいろな計算ができる(2)
“整数・小数と分数の計算ができる(1) 分数・小数の計算と割合の問題を解くことができる(1)
.分数・小数・整数の混合計算ができる(1)
-分数・小数・整数が混ざった計算をする(2)
文I'文芸言葉富を解くことができる(1)
霊童 I.文をよく読んで問題を解くことができる(1)
-対称な彩についてわかる(2)
線 I.立す称な形を潔薄手し，作図する(1)
認[・線対糊び点対称がわかるは)
関|主 I.線対称や点対称の(図形の)意味がわかる(4)
主 I'線対称や点対称の図形の性質がわかる(1)
称;・線対称や点対称(な形)の窓年まがわかり， (それら
の形を)作図できる(3)
-拡大関や絡闘について知る(1)
形 l安I.拡大図と縮図の意味を理解い憾できる(2)
tl'拡大・縮小の意味がわかり，拡大図・縮図が護ける(1)
語酢1_'-芳図防苧竺苧称木図吐1釘叫号竺匂苧L庁宇竺竺台?竺'VJ，烹干?日三竺主ができ付矧る引(は1
.比と上比ヒの{綴涼の主窓霊味を耳環裏解し， それを活用して， 拡
大図・総闘を利用した測定ができる(1)
・よとの;意味がわかる(1)
・比の意味がわかり，それを用いる(活問する)こ
とができる(2)
数 i
-比とその利用がわかり，問題を解くことができる(1)
議 1・比と比の僚についてわかり，問題が解ける(1)
I .土七と上七の依の:意味を理解し，活用できる(1)
溺 i ・比とよ七の{誌の意味がわかり， J主を使った絢護軍を解く(1)
.J;七や上七の値の意味と求め方がわかり，それらを適
係 i
用して問題を解くことができる(1)
・比と上ヒの(箆の意味や求め方がわかり，上との問題を
解くことができる(1)
主事
ト一一一
-分数i可ごとのわり算の意味がわかり，計算をする(1)
@分数を分数でわることの窓味がわかり，その計算ができ
るは)
-分数でわることの意味と，昔事事のし方がわかる(1)
@分数のわり算ができる(3)
計 8絞
・分護士のかけ算・わり算(の計算)ができる(6)
.分数の乗法 a隊法ができる(1)
10校
言十 2t交
・線対称・点、対称の関形の'生質を理解し，それらの作閣が
できる(2)
-線対称・点、対称の意味と性質がわかり，作留ができる(2)
・線対称・点、対称を潔解し，対称の観点から[zl形を見るこ
とができるは)
言十 17i'究
計 5校
言十 l 校
・上七の表し方や上との鎮の求め方を匁lり，荷量童を解くことが
でもきる(3)
@比とよ七の僚の意味・表し方・求め方がわかる(1)
・上ヒの意味がわかり， J:tの緩や等しい比を求めることがで
きるは)
・比や都合の主主味を理解し，それに関するいろいろな計算
ができる(1)
-翻j合の問霊童を解く(1)
-総合に関する文章還を解くことができる(1)
?
17校
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Tab!♀ 14 算数科5年 25学期の評価の観点
内容 寄~ ~路の観点
. (しhろいろな)立体の特徴(性繁)がわかる(2)
-立体の名前や特徴がわかり，立体の表し方がわかる(1)
.角柱やp.lすいなどの立体の部分の名前や性質がわ
かる(1)
}1. I 
-角柱。何枚・角すい .pjすいの特徴をつかむ(1)
体 I.立体の性質がわかに展開問を書くことができる(1)
l‘立体の性質を理解し，見取り図や爆開阪を警くこ
図|阿|
凶! とができるω
・立体の名前や糊がわかり，閥I"Qを書くことができる(1)
形|
ゆいろいろな立体の疑問問の欝き方がわかり，~tL体
の投影i還の初歩的なき更し方がわ己主る(1)
・3主体(角柱・円柱)の性質(特徴)を知り，展関
凶が手書ける(3)
-拡大関・縮図の窓事長と害警き方がわかる(1)
まリ・拡大凶や翻の意味がわかり，正しく翠く(作留
守[ する)ことができる俗)
自|珊簡単な欄や拡大関を読んだり議いたりすること
i ができる(1)
トー 十一ー ト
I .比や1:七の値の意味がわかり，上七を使った問題を解
上U
I くことができる(1) 計 1校
・比例の意味と表す式がわかる(1) 反比例の意味とまをす式がわかる(1)
・比例の意味がわかり，関連問題が解ける(1) ・反比例の意味がわかり，関逮問題が解ける(1)
・比例の意味や性質がわかり，それを用いて問題が解ける(1) ・反比例の意味や性質がわかり，それを用いて間援が解ける(l)
議 Icc I・相互に関係し合って変わる数量の比例の関係がわかる(1) ・格友に関系し合って変わる数震の反比例の関係がわかる(1)比|
例 1・正比例の意味がわかり，グラフを読んだり，式に ・反比例の意味がわかり，グラブを読んだり，式に表した
関 iと| 表したりできる(1) りできる(1)
反 1・正比例の関係を式に表したり，グラフを読み取る ・反比例の関係を式に表したり，グラブを読み取ることが
係!比| ことができる(1) できる(1)
例 1・比例する 2つの畿の関係を式やグラフに表したり， ・反比例する 2つの畿の関係を式やグラフに表したり，そ
それから読み取ったりすることができるは) れから読み取ったりすることができるω
計 7校 計 7校
s ・5童数・小数・分数の相互関係を知り，それらの便
数|長 われ対理解できる(1)
とi
i分 @整数 e小数・分数の関係と，数と計事事や数の使わ
i苦十I~ま ナ
算にユヱブ也子(1)
}量 ・文をよく読んで，問題を解くことができるは)
巣 ・いろいろな単位を知り，使うことができるは)
号j位 。間切繍1 さの戦関係がわかる(1)
君'fl遍言語伝広7石弓函丙函.のべ数
i j均 の窓味がわかる(1)
形
数
? ? ? ? ?
2校
1校
?
2校
計 l校
。基本的な柱体(角柱・円柱)2えびすい体(角すい・円すい)を
長UI)，それを表したり，作ったりすることができる(1)
言i- 6校
。角柱・門校 .f脅すい・円すいの特徴がわかり，その展開
E惑が審ける(1)
・3主体(角柱・円柱・角すい@汚すい)の?生繁を蓄電べ，展
開図と投塁手凶の考察と審きフヲがわかるは)
? ー? ? ? ?
9校
言十 5校
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言平僚の観点
-比例・反比例がわかる(1)
-比例・反比例の関係がわかる(1)
・正比例・反比例の性質がわかり，グラフを読むこ
上七 iI -~ I とができる(1)
数|例 lI '"I .比例・反比例についての意味がわかり，式やグラ
鐘!と[
フをま更すことができる(2)
関|反[
! .正比例・反比例の窓味がわかり，数表式やグラブ
係 l比 i
l 例[ を読んだり，苦言いたりできる(1)
・比例(反比例)の意味がわかり，比例(反比例)する 2
畿の関係を式やま~ .グラフで表すことができるω
・比例・反比例の関係を式やグラフに表すことができるは) 計 14校
・資料の調べ方がわかる(1) ・表やグラフなどの読み欝きができる(2)
表 ・ちらばりを表すま提とグラフを読んだり惑いたりし ・資料の調べ方と範砲の表し方がわかる(1)
や| て，資料の謁ベガがわかる(1) ・多くの資料を慈理分類し，その能力を広く活用する(1)
ク1
ニ2 ・5斐やグラフなどの資料から必要なことがらを読み
数げ1
ブj 取れる(1)
I .表やグラブを読み取ることができる(1)
]割合を使った問題がとける(1)
;塗 l翻t ・全体や部分の割合を考え，問題を解くことができ
会|る(1)
!・割合の和や績を考えて，問題を解くことができる(1) 計 4校
高司 Il'場合の数の考え方がわかる(1) ・場合の数を， ~喜ちゃ重なりがないように調べることがで
・いろいろな場合の数について，その言語べ方をつか きる(1)
場 i む(1) 落ちゃE重なりがないように整理主して数えることができる
[・場合を頗序よく5整理して，問題を解くことができ (2) 
係 IAI
口! る(1) ・脱務や重複のないようにして，願序や組み合わせを調べ
の 1 ・起こり得る場合を綴序だてて整理したり，数を求 る場合の考え方ができる(1)
! めたりすることができる(1) ・組み合わせや瀬序を考えて，場合の数を求めることがで
数 l・簡単なことがらについて，起こり得る場合を順序 きる(1)
よくE整理して調べることができる(1) ・滋び方や組み合わせの問題が解けるは)
計 11校
-正比例・反比例の数量の変わり方がわかり，それらのグ
ラフや関係を表す式を童書くことができる(1)
-変化の関係を表すいろいろなグラフについての理解を深
め，それを活沼できる(1)
・式とグラブの関係がわかる(1)
• 2つの数援の変わり方のきまりを見つけて符題を解くこ
とができる(1)
-変わりプJのきまりを見つけて照濯を解くことができるは)
• 2つの数一言まが変化する問題が解ける(1)
苦ト 8校
・全体を 1とみて，割合の和や穣を考えて雨量草を解くこと
ができる(1)
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内容
Table 15 算数料自主手3学期の評価の観点、
評価の観点、
. ~童数・小数・分数の言t:l事ができる (1) -整数・小数・分数の松1I関係を理解し，計算法射を活F詰
. ~童数・小数・分数について滋解し，工夫して計算する (1) した能率的な計算を工夫することができるω
数 i ・3震数・IJ、数・分数の相互関係がわかる(1) ・3童数・小数・分数の統一化をはかり，合理的に計算がで
と 1・整数・小数・分数の(中目立)関係がわかり，その きる(1)
言ト [ 誤算ができる(3) ・言十繁法刻を利用して計算ができる(2)
害事 1・1務数・小数。分数の関係を理解し，その計算を工 ・文章草壁を解くことができる(1)
夫できる(1)
-霊の単位と測定ができる(1)
・2設の単位と誤IりプJについて理解する(1)
計 13校
・メートル法の単佼の関係がわかり，測定の工夫をする(1)
・メートル法及びその単位のしくみを滋持率し，君事j定に役立
てることができるは)
議
-いろいろな単位がわかり，阪積・体積・速さなど ・メートノレ法のいろいろな単位の関係がわかり，苦十算や単
を求める(1) 佼換算ができる(1)
o :i議(長さ'IlII積・体積・重さ)の単位換算ができる(1) ・メートノレ法の単佼のしくみと単位の関係を使って，問題
と
i!U -メートノレ訟についてわかるは)
・メートノレ法の単位のしくみがわかる(1)
・メートノレ法とその単{立のしくみを潔解する(1)
る(1)
を解くことができる(1)
{ 
疋
計 15校
計 l校
計 1絞
回いろいろな三角形や四角形の性質がわかる(1)
・三角形と四角形について，それぞれの相互関係を調べる(1)
'三角形やf!:9角形の定義と作[(J法がわかり， ~l形相互の関
係が王里解できる(1)
図 ISI1. I・SJZi萄図形の性質とその相互関係がわかる(1)
• f宇i裂を適して平面図形の!鶏係がわかる(2)
頭 I.平部図形(三角形・四角形)の燃費安知り，それ
形 1翠j を使ってfF凶ができる(1)
I •1B1形の性質を理解し，三角形や四角形同士の関係
~I がわかる(1) 計 1校
ま長
フ
係ミ
豆長
発展
-いろいろな三角形や四角形の関係，いろいろな表
やグラブの読み方がわかる(1) 計 l校
-資料の蓄電べ方がわかる(1) ・グラフを読み取ったり，表を使って数愛関係を調べるこ
・数量関係の鶏べ方がわかる(2) とができる(1)
• 2つの数j援の関係安表を使って読み取ることがで ・数畿の変化に積回して問題を解くことができる(1)
きる(1) ・平均・以上・以下・米満の意味がわかり，度数分布表を
・資料をグラフに表したり，読み取ったりできる(1) 読み取ることができる(1)
-変化の関係を表すグラフから必喜害事項を読み取れる(1)
-変化の関係を表すいろいろなグラブや表について
理解することができる(1)
・1畷序や総み合わせを試みる場合の考え方がわかる(1)
-学習した内若手を総合的にまとめ，発展的に考えることができる(1)
苦十
?????
? ? ? ?
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ある。次回の調査では是非やってみたいと
つ。
ところで，平成3年の指導要録改訂におい
ては， I学習の記録」欄だけでも大きな変更が
なされている。すなわち，第1に，絶対評錨
によって観点部評錨を行う日観点別学習状
況jが雪絶対評価を加味した棺対評舗によっ
て総合評価を行う II評定Jよりも上位にお
かれるようになったこと，第2に，小学校低
おける「評定」が廃止されたこと，第
3に， I I観点部学習状況Jにおける評舗の観
点の順序が，原則としてラ「関心・意欲 e
度j，I思考@判断j，I技能@表現j，I知識@
理解Jの顧となったこと，などが挙げられる。
第1及び第2の変更により参通信簿におい
ても，総合評価や相対評鏑よりも観点別評館
や絶対評価を重視する傾向が一層強まること
が予想される。
3の変更によりラ通信簿の観点、
別評儲においても，関心 e意欲@態度などに
関する構:意的観点や，思考力@判断力@
カなどの高次の認知的観点が重視されること
が期待されているといえる。しかしながら，
実際問題としてこれらの観点を用意すること
は，知識・理解@技能などの也次の観点の場
合に比べれば9 決して容易ではない。特に，
到達度評錨形式の通信簿においてラ学期ごと
に巽なる観点
あろう。
このよう
ることは極めて盟難で
えればヲ の指導要録改訂
によって，弼違度評舗形式の通信簿は，どう
なっていくのだろうか。考えられる可能性は
次のようなものであろう。第1に，高次の観
点や情意的観点、についても，各学校が最大隈
工夫して学期ごとに異なる観点を用意する。
第2に，それらの観点だけは各学期あるいは
各学年で共通にし，その他の低次の観点につ
いては学期ごとに異なるものを用意する。第
3に，従来のほとんどの到達度評価形式の通
と間様』こ，低次の観点のみについて学期
ごとの観点を用意する。最後に，最悪の場合
は，学期ごとの観点を諦め，学年ごとあるい
は学年段階(抵 e 中@高学年)ごとに観点を
用意する。
以上の可語性のうち，最後のようになって
しまったらラ今回の指導要録改訂がその本来
の趣旨から離れ，逆効果をもたらしてしまう
ということになるので，それだけは避けねば
なるまい。各学校の努力を期待するのみであ
る。
いず、れにしてもヲ今回の指導要録改訂に
よって，小学校のみでなく中学校においても，
佐賀県における遇措簿がどのように変わって
いくのか，極めて興味深い。近いうちに，
非改めて実態調査を実施してみたいと思って
いるところである。許せて，新しい指導要録
について，現場の教部たちがどのような意識
を持っているのかについても，現在質問紙識
を計画中である。
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